
特集／農村開発と農村研究

●
大
学
の
社
会
的
役
割

わ
が
国
大
学
の
大
学
院
、
学
部
、
ゼ
ミ
あ
る
い

は
大
学
に
付
設
す
る
研
究
機
関
な
ど
で
、
途
上
国

の
農
村
開
発
を
対
象
と
す
る
研
究
・
教
育
が
、
近

年
と
み
に
活
発
に
な
っ
て
き
た
。
そ
れ
だ
け
こ
の

分
野
に
対
す
る
関
心
が
高
ま
っ
て
き
た
証
拠
で
あ

ろ
う
。
し
か
し
な
が
ら
、
一
口
に
農
村
開
発
と
い

っ
て
も
、
そ
の
学
的
対
象
に
対
し
て
は
、
開
発
経

済
学
、
開
発
社
会
学
、
開
発
人
類
学
な
ど
既
存
の

分
野
か
ら
様
々
な
形
で
ア
プ
ロ
ー
チ
さ
れ
て
い
る
。

そ
れ
ぞ
れ
の
既
存
分
野
は
学
的
内
容
に
お
い
て
さ

ら
に
細
分
化
さ
れ
、
ま
た
調
査
研
究
手
法
は
多
様

化
し
、
こ
れ
に
基
づ
く
農
村
開
発
に
関
わ
る
テ
ー

マ
は
際
限
な
く
拡
散
し
深
化
し
て
き
て
い
る
。
テ

ー
マ
ご
と
の
定
性
的
・
定
量
的
な
実
証
を
伴
い
つ

つ
拡
散
・
深
化
し
て
い
る
個
別
の
研
究
内
容
に
は

興
味
深
い
も
の
が
あ
る
が
、
ひ
と
た
び
拡
散
し
深

化
を
遂
げ
た
そ
れ
ぞ
れ
の
研
究
成
果
を
、
ど
の
よ

う
に
し
て
「
農
村
開
発
学
」
と
い
う
理
論
的
枠
組

み
を
通
し
て
統
合
化
、
再
融
合
化
し
、
さ
ら
に
は

農
村
開
発
学
の
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
化
と
そ
の
発
展
を

遂
げ
て
い
く
べ
き
か
、
現
在
、
そ
の
こ
と
が
真
剣

に
問
わ
れ
て
い
る
。

そ
の
一
方
で
、
農
村
開
発
に
関
わ
る
研
究
成
果

を
、
ど
の
よ
う
に
途
上
国
の
農
村
開
発
の
現
場
に

活
か
し
て
い
く
べ
き
か
、
ま
た
農
村
開
発
に
協
力

す
る
人
材
を
ど
の
よ
う
に
発
掘
し
育
成
す
べ
き
か
、

こ
の
こ
と
も
も
う
一
つ
の
問
わ
れ
て
い
る
現
実
的

な
課
題
で
あ
る
と
い
え
る
。

「
農
村
開
発
学
」
の
深
化
と
発
展
、
研
究
成
果

の
途
上
国
農
村
開
発
へ
の
還
元
、
農
村
開
発
に
対

す
る
協
力
人
材
の
育
成
に
つ
い
て
は
、
大
学
も
ま

た
そ
う
し
た
社
会
的
役
割
の
重
要
な
一
端
を
担
っ

て
い
る
の
で
あ
る
。

●
農
村
開
発
研
究
と
学
会

大
学
に
所
属
す
る
教
員
お
よ
び
在
籍
す
る
院
生

が
途
上
国
の
農
村
開
発
に
関
す
る
研
究
成
果
を
発

表
す
る
機
会
は
、
通
常
、
学
会
な
り
研
究
会
な
ど

で
あ
る
。
筆
者
が
所
属
し
て
い
る
学
会
に
限
定
し

て
い
え
ば
、
国
際
開
発
学
会
、
日
本
国
際
地
域
開

発
学
会
、
ア
ジ
ア
政
経
学
会
、
日
本
ア
フ
リ
カ
学

会
、
日
本
農
業
経
済
学
会
な
ど
が
あ
る
。
こ
れ
ら

の
学
会
は
、
こ
と
さ
ら
農
村
開
発
に
研
究
の
フ
ォ

ー
カ
ス
を
絞
っ
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
が
、
途
上

国
が
抱
え
る
広
範
な
開
発
課
題
の
一
つ
と
し
て
農

村
開
発
の
諸
課
題
を
取
り
上
げ
る
こ
と
が
あ
る
。

国
内
外
に
お
け
る
農
村
の
現
状
と
課
題
、
調
査

内
容
の
分
析
、
農
村
開
発
の
具
体
的
な
提
言
な
ど

に
特
定
化
し
て
い
る
学
会
と
な
れ
ば
か
な
り
限
定

さ
れ
て
く
る
。
例
え
ば
、
日
本
村
落
研
究
学
会
、

地
域
農
林
経
済
学
会
、
日
本
農
村
生
活
学
会
な
ど

が
存
在
す
る
。
ま
た
世
界
的
規
模
の
学
会
と
な
れ

ば
世
界
農
村
社
会
学
会
が
あ
る
。

純
粋
に
社
会
学
を
ベ
ー
ス
と
し
た
も
の
と
な
れ

ば
、
日
本
社
会
学
会
な
ど
が
あ
り
、
そ
の
他
に
も

学
会
傘
下
の
分
科
会
や
自
発
的
で
イ
ン
フ
ォ
ー
マ

ル
な
形
で
の
研
究
会
な
ど
が
無
数
存
在
す
る
。

以
上
述
べ
た
そ
れ
ぞ
れ
の
学
会
で
ど
の
よ
う
な

途
上
国
農
村
開
発
に
関
す
る
研
究
成
果
が
報
告
さ

れ
刊
行
さ
れ
て
い
る
の
か
、
こ
こ
で
精
査
す
る
余

裕
は
な
い
が
、
筆
者
が
立
場
上
強
い
関
わ
り
あ
い

を
も
っ
て
い
る
日
本
国
際
地
域
開
発
学
会
で
は
、

途
上
国
農
村
を
対
象
に
し
た
綿
密
な
実
態
調
査
を

基
礎
と
し
つ
つ
、
調
査
村
の
村
落
社
会
構
造
、
人

口
・
家
族
構
造
、
村
落
の
慣
習
的
制
度
と
農
村
開

発
政
策
、
ジ
ェ
ン
ダ
ー
分
析
、
農
家
経
済
構
造
、

環
境
と
資
源
の
保
全
と
調
和
し
た
農
村
開
発
、
農

村
の
活
性
化
方
策
な
ど
に
論
及
し
た
論
文
が
、
し

ば
し
ば
学
会
誌
『
開
発
学
研
究
』
に
掲
載
さ
れ
て

い
る
。

農
業
大
学
と
途
上
国
の
農
村
開
発

特集／農村開発と農村研究
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日
本
国
際
地
域
開
発
学
会
は
、
学
会
の
設
置
目

的
を
「
自
然
、
人
文
、
及
び
社
会
科
学
の
諸
領
域

に
わ
た
り
、
国
際
的
な
視
野
の
下
、
諸
地
域
に
お

け
る
社
会
経
済
の
持
続
的
成
長
と
福
祉
の
向
上
に

資
す
る
た
め
、
国
の
内
外
に
お
け
る
開
発
と
環
境

保
全
に
関
す
る
諸
問
題
に
つ
い
て
学
際
的
・
総
合

的
研
究
を
、
会
員
相
互
の
交
流
を
通
じ
一
層
発
展

さ
せ
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
る
」（
日
本
国
際
地

域
開
発
学
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
）
と
し
て
い
る
。

ま
た
、
日
本
村
落
研
究
学
会
は
、
学
会
の
設
置

目
的
を
「
村
落
社
会
の
発
展
と
住
民
の
福
利
向
上

の
た
め
に
、
農
山
漁
村
の
社
会
・
経
済
構
造
、
歴

史
、
文
化
を
研
究
…
（
略
）
…
、
農
民
や
家
族
の

行
動
様
式
、
集
落
や
集
団
・
組
織
、
農
業
生
産
と

生
活
、
そ
し
て
地
域
文
化
や
地
域
福
祉
の
過
去
・

現
在
・
将
来
を
分
析
・
考
究
す
る
学
際
的
な
学
会
。

社
会
学
、
経
済
学
、
歴
史
学
、
法
学
、
人
類
学
、

民
族
学
、
生
活
学
、
環
境
学
、
そ
し
て
農
村
社
会

の
実
践
的
・
実
務
的
な
分
野
の
研
究
者
、
実
践
者

が
研
究
・
実
践
成
果
を
公
表
し
て
相
互
に
交
流
・

研
鑽
す
る
場
を
提
供
す
る
」（
日
本
村
落
研
究
学

会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
）
と
し
て
い
る
。

こ
の
よ
う
に
、
二
つ
の
学
会
は
、
国
内
外
の
村

落
社
会
の
持
続
的
成
長
と
住
民
の
福
祉
・
福
利
向

上
を
達
成
す
る
た
め
に
、
学
際
的
立
場
か
ら
村
落

社
会
の
多
面
的
な
地
域
構
造
を
明
ら
か
に
し
、
学

術
面
だ
け
で
な
く
村
落
の
社
会
・
経
済
発
展
の
た

め
の
実
践
的
な
提
言
を
行
う
こ
と
を
目
的
と
し
て

い
る
。

こ
う
し
て
み
れ
ば
、
農
村
開
発
の
研
究
は
す
ぐ

れ
て
農
村
の
社
会
・
経
済
構
造
と
そ
の
課
題
を
明

ら
か
に
し
た
上
で
、
課
題
解
決
の
た
め
の
実
践
的

な
戦
略
を
提
示
す
る
学
問
分
野
と
い
う
こ
と
が
で

き
よ
う
。

こ
の
ほ
か
に
、
農
村
と
農
家
世
帯
の
よ
り
具
体

的
な
生
活
の
内
部
構
造
を
明
ら
か
に
す
る
学
会
と

し
て
、
日
本
農
村
生
活
学
会
が
あ
る
。
こ
の
学
会

は
「『
農
村
生
活
に
関
す
る
研
究
の
発
展
と
成
果

の
普
及
を
は
か
り
、
農
村
生
活
の
向
上
に
寄
与
す

る
こ
と
を
目
的
』
と
し
た
学
術
団
体
で
あ
り
、
生

活
改
善
、
農
村
高
齢
化
、
ム
ラ
づ
く
り
等
農
村
生

活
に
関
わ
る
幅
広
い
テ
ー
マ
を
取
り
上
げ
た
活

動
」（
日
本
農
村
生
活
学
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
）
を

目
指
し
て
い
る
。
と
は
い
え
、
日
本
農
村
生
活
学

会
は
、
専
ら
日
本
の
農
村
を
対
象
と
し
た
生
活
に

関
わ
る
側
面
、
村
づ
く
り
の
手
法
、
農
村
女
性
の

役
割
な
ど
に
言
及
し
た
研
究
活
動
が
主
流
を
占
め

て
お
り
、
途
上
国
の
農
村
開
発
に
関
わ
る
研
究
活

動
の
事
例
は
き
わ
め
て
少
な
い
。
こ
の
点
で
は
、

日
本
村
落
研
究
学
会
に
お
い
て
も
学
会
誌
『
ジ
ャ

ー
ナ
ル
村
落
社
会
研
究
』
の
バ
ッ
ク
ナ
ン
バ
ー
の

目
次
を
過
去
一
○
年
間
遡
っ
て
み
る
限
り
、
東
ア

ジ
ア
諸
国
を
対
象
と
し
た
二
、
三
の
事
例
研
究
を

除
け
ば
、
途
上
国
農
村
を
対
象
と
し
た
論
文
は
ほ

と
ん
ど
皆
無
に
等
し
い
。

こ
れ
ら
と
比
較
す
れ
ば
、
日
本
国
際
地
域
開
発

学
会
で
は
、
学
会
誌
へ
の
掲
載
論
文
や
シ
ン
ポ
ジ

ウ
ム
の
テ
ー
マ
に
お
い
て
、
途
上
国
に
お
け
る
農

村
開
発
を
意
識
的
に
取
り
上
げ
て
い
る
も
の
が
多

い
。
例
え
ば
、
毎
年
春
季
に
開
催
さ
れ
る
シ
ン
ポ

ジ
ウ
ム
の
テ
ー
マ
を
み
る
と
、
二
○
○
一
年
度
は

「
環
境
保
全
に
配
慮
し
た
農
村
貧
困
軽
減
の
方
策

と
国
際
協
力
の
あ
り
方
」、
二
○
○
三
年
度
は

「
戦
後
日
本
の
農
村
生
活
改
善
の
経
験
と
途
上
国

農
村
で
の
実
践
」、
そ
し
て
二
○
○
五
年
度
は

「『
農
村
開
発
の
参
加
型
ア
プ
ロ
ー
チ
』
│
そ
の

検
証
と
展
望
」
で
あ
り
、
過
去
五
年
間
の
シ
ン
ポ

ジ
ウ
ム
の
う
ち
実
に
三
回
も
、
途
上
国
の
農
村
開

発
を
テ
ー
マ
と
し
て
取
り
上
げ
て
い
る
。

と
こ
ろ
で
、
途
上
国
農
村
の
地
域
構
造
を
多
角

的
視
点
か
ら
調
査
・
分
析
し
、
環
境
の
保
全
に
配

慮
し
つ
つ
農
村
の
貧
困
を
軽
減
す
る
処
方
箋
を
提

示
す
る
と
い
う
作
業
は
、
決
し
て
容
易
な
こ
と
で

は
な
い
。
た
と
え
貧
困
軽
減
の
方
向
を
示
し
え
た

と
し
て
も
、
そ
れ
を
一
般
化
・
普
遍
化
す
る
こ
と

は
き
わ
め
て
困
難
で
あ
る
。
農
村
で
は
そ
れ
ぞ
れ

地
域
的
な
個
性
と
特
質
が
大
き
く
異
な
っ
て
い
る

の
が
常
で
あ
る
か
ら
で
あ
る
。

一
方
、
日
本
の
経
験
が
途
上
国
の
農
村
開
発
に

有
効
な
政
策
的
示
唆
を
与
え
る
と
い
う
分
析
視
角

は
確
か
に
成
立
す
る
が
、
そ
れ
は
農
村
開
発
の
底

流
を
形
成
す
る
論
理
的
本
質
の
側
面
に
お
い
て
一

部
そ
う
い
う
こ
と
が
指
摘
で
き
て
も
、
経
験
の
直

接
的
適
用
（
コ
ピ
ー
化
）
は
ま
っ
た
く
考
え
ら
れ

な
い
。
日
本
の
経
験
も
ま
た
、
特
殊
個
別
的
で
あ

る
か
ら
で
あ
る
。

こ
れ
ま
で
の
学
会
に
お
け
る
農
村
開
発
の
研
究

成
果
は
、
筆
者
の
知
る
か
ぎ
り
、
研
究
対
象
の
農

村
の
地
域
構
造
を
自
然
的
、
社
会
・
経
済
的
お
よ

び
人
間
行
動
的
な
諸
側
面
か
ら
、
綿
密
な
実
態
調

査
（
調
査
手
法
の
開
発
を
含
め
て
）
で
も
っ
て
明

ら
か
に
し
、
内
在
す
る
構
造
的
課
題
の
存
立
メ
カ

ニ
ズ
ム
を
明
確
に
す
る
知
的
貢
献
は
認
め
ら
れ
る
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も
の
の
、
課
題
解
決
に
向
け
た
実
効
的
な
開
発
戦

略
を
明
示
す
る
ま
で
に
は
至
っ
て
い
な
い
よ
う
に

見
受
け
ら
れ
る
。

●
東
京
農
業
大
学
と
農
村
開
発
教
育

国
際
協
力
の
重
要
性
が
増
す
に
つ
れ
て
、
近
年
、

途
上
国
の
社
会
・
経
済
開
発
に
関
す
る
講
座
、
研

究
室
、
学
部
、
大
学
院
を
設
置
し
て
い
る
大
学
が

増
加
し
つ
つ
あ
る
が
、
意
図
的
に
途
上
国
の
農
業

・
農
村
開
発
に
照
準
を
絞
り
、
そ
の
研
究
と
と
も

に
協
力
人
材
の
養
成
に
教
育
の
力
点
を
お
い
て
い

る
大
学
は
き
わ
め
て
少
な
い
。
筆
者
が
籍
を
お
い

て
い
る
東
京
農
業
大
学
の
国
際
農
業
開
発
学
科
は
、

そ
の
数
少
な
い
大
学
の
一
つ
で
あ
る
。

国
際
農
業
開
発
学
科
は
、
熱
帯
に
位
置
す
る
途

上
国
を
対
象
に
し
て
、
自
然
科
学
（
熱
帯
作
物
学
、

熱
帯
園
芸
学
、
熱
帯
作
物
保
護
学
、
農
業
環
境
科

学
な
ど
）
と
社
会
科
学
（
農
業
開
発
経
済
学
、
農

業
・
農
村
開
発
政
策
、
地
域
農
業
開
発
学
）
を
融

合
し
て
「
専
門
性
を
活
か
し
た
総
合
的
ア
プ
ロ
ー

チ
」
に
よ
り
、
途
上
国
が
抱
え
る
農
業
・
農
村
開

発
上
の
様
々
な
課
題
を
整
理
し
て
解
決
手
法
を
見

出
す
研
究
を
進
め
る
と
と
も
に
、
課
題
の
解
決
に

向
け
、
農
業
・
農
村
開
発
協
力
を
通
し
て
貢
献
で

き
る
人
材
の
養
成
を
教
育
理
念
に
掲
げ
て
い
る

（
詳
細
は
東
京
農
業
大
学
ホ
ー
ム
ぺ
ー
ジ
参
照
）。

農
村
開
発
の
た
め
に
は
、
農
業
・
農
村
の
現
状

を
専
門
分
野
ご
と
の
様
々
な
ア
ン
グ
ル
か
ら
把
握

し
、
そ
の
上
で
課
題
解
決
に
向
け
た
マ
ル
チ
・
デ

ィ
メ
ン
シ
ョ
ナ
ル
な
ア
プ
ロ
ー
チ
が
必
要
で
あ
る
。

そ
の
意
味
で
「
専
門
性
を
活
か
し
た
総
合
的
ア
プ

ロ
ー
チ
」
は
理
に
適
っ
て
い
る
が
、
農
村
開
発
の

論
理
的
枠
組
み
を
構
築
し
、
開
発
の
方
向
を
見
定

め
る
た
め
に
は
、
ど
う
し
て
も
社
会
科
学
の
力
を

必
要
と
す
る
。

国
際
農
業
開
発
学
科
に
配
置
さ
れ
て
い
る
科
目

の
総
数
（
学
部
共
通
科
目
を
除
く
）
は
五
七
科
目

で
あ
る
が
、
こ
の
う
ち
社
会
科
学
に
属
す
る
科
目

数
は
一
五
科
目
で
あ
る
。
社
会
科
学
に
は
、
経
済

学
、
経
営
学
、
社
会
学
、
人
類
学
な
ど
を
ベ
ー
ス

に
し
た
科
目
が
種
々
配
置
さ
れ
て
い
る
が
、
と
く

に
農
村
開
発
を
念
頭
に
お
い
た
科
目
と
し
て
、

「
農
村
開
発
社
会
学
」、「
農
業
・
農
村
開
発
政
策

論
」
お
よ
び
「
農
業
開
発
経
済
学
」
を
挙
げ
る
こ

と
が
で
き
る
。
講
義
担
当
者
が
作
成
し
た
シ
ラ
バ

ス
（
講
義
要
綱
）
に
よ
る
と
、
農
村
開
発
社
会
学

の
学
習
目
標
は
次
の
よ
う
に
記
さ
れ
て
い
る
。「
農

業
・
農
村
開
発
は
従
来
経
済
開
発
に
重
き
が
お
か

れ
て
き
た
が
、
社
会
開
発
や
人
間
開
発
の
重
要
性

も
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
農
村
開
発
は
、
歴
史
的
風

土
に
規
定
さ
れ
た
地
域
の
個
別
具
体
的
な
取
り
組

み
の
う
え
に
本
来
展
開
さ
れ
る
も
の
で
あ
り
、
そ

の
多
様
な
あ
り
方
を
ま
ず
も
っ
て
理
解
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。
講
義
で
は
、
日
本
や
海
外
の
事
例

を
引
き
な
が
ら
、
農
村
の
基
本
的
理
解
を
深
め
、

開
発
の
あ
り
方
を
問
い
直
す
こ
と
を
目
的
と
す

る
」（
東
京
農
業
大
学
ホ
ー
ム
ぺ
ー
ジ
の
シ
ラ
バ

ス
よ
り
引
用
。
講
義
担
当
者
は
杉
原
た
ま
え
助
教

授
）。
ま
た
、
農
業
・
農
村
開
発
政
策
論
の
学
習

目
標
は
、
次
の
よ
う
に
記
さ
れ
て
い
る
。「
多
く

の
途
上
国
の
基
幹
産
業
は
農
業
で
あ
り
人
口
の
大

半
は
農
民
で
あ
る
。
し
か
し
こ
れ
ら
の
国
々
の
農

業
は
未
だ
発
展
の
過
程
に
あ
り
、
多
く
の
問
題
を

抱
え
て
い
る
。
農
業
・
農
村
開
発
政
策
と
は
発
展

の
過
程
に
置
か
れ
て
い
る
こ
れ
ら
途
上
国
の
農
業

・
農
村
の
低
開
発
性
を
除
去
し
、
開
発
・
発
展
さ

せ
る
た
め
に
と
ら
れ
る
方
策
、
手
段
と
考
え
る
こ

と
が
で
き
る
。
本
講
義
で
は
、
途
上
国
の
社
会
経

済
的
条
件
と
農
業
・
農
村
の
低
開
発
性
に
つ
い
て

講
述
し
、
こ
れ
ら
の
解
決
に
向
け
て
、
ど
の
よ
う

な
方
策
を
と
れ
ば
よ
い
か
に
つ
い
て
考
察
す
る
こ

と
、
な
ら
び
に
こ
れ
ら
に
関
す
る
基
礎
的
知
識
の

涵
養
を
目
的
と
す
る
」（
東
京
農
業
大
学
ホ
ー
ム

ぺ
ー
ジ
の
シ
ラ
バ
ス
よ
り
引
用
。
講
義
担
当
者
は

鈴
木
俊
教
授
）。
さ
ら
に
、
農
業
開
発
経
済
学
の

学
習
目
標
は
、「
本
講
義
で
は
、
開
発
途
上
国
に

お
け
る
農
業
・
農
村
の
構
造
的
特
徴
、
現
状
と
課

題
、
課
題
に
対
す
る
開
発
ア
プ
ロ
ー
チ
と
開
発
政

策
に
つ
い
て
概
括
的
に
論
じ
る
。
こ
こ
で
は
、
特

に
、
途
上
国
の
農
村
貧
困
問
題
に
焦
点
を
あ
て
、

貧
困
構
造
の
メ
カ
ニ
ズ
ム
、
貧
困
削
減
の
ア
プ
ロ

ー
チ
と
対
策
に
つ
い
て
論
じ
る
」（
東
京
農
業
大

学
ホ
ー
ム
ぺ
ー
ジ
の
シ
ラ
バ
ス
よ
り
引
用
。
講
義

担
当
者
は
板
垣
啓
四
郎
教
授
）
と
さ
れ
て
い
る
。

以
上
、
農
村
開
発
に
関
わ
る
三
つ
の
科
目
を
紹

介
し
た
が
、
こ
れ
ら
を
総
合
す
る
と
、
広
義
の

「
農
村
開
発
学
」
と
は
、
貧
困
で
低
開
発
の
状
態

に
お
か
れ
て
い
る
途
上
国
農
村
を
対
象
に
、
農
村

の
歴
史
的
風
土
に
規
定
さ
れ
た
個
別
的
な
特
質
と

性
格
お
よ
び
貧
困
の
メ
カ
ニ
ズ
ム
を
明
ら
か
に
し

た
上
で
、
与
え
ら
れ
た
自
然
的
、
社
会
経
済
的
諸

条
件
の
下
で
展
開
さ
れ
て
い
る
具
体
的
な
取
り
組

み
の
あ
り
方
を
追
求
す
る
と
と
も
に
、
農
村
開
発
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を
さ
ら
に
進
展
さ
せ
る
た
め
の
諸
方
策
を
論
じ
る

学
的
分
野
と
位
置
付
け
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。

本
学
科
で
は
、
こ
う
し
た
農
村
開
発
の
学
的
内

容
を
学
生
・
院
生
に
講
述
し
て
農
村
開
発
の
意
義

と
取
り
組
む
べ
き
方
向
を
論
じ
る
と
同
時
に
、
作

物
学
、
園
芸
学
、
作
物
保
護
学
、
農
業
環
境
科
学

な
ど
自
然
科
学
分
野
の
技
術
を
教
授
し
て
、
開
発

と
技
術
に
関
す
る
学
問
を
融
合
さ
せ
、
途
上
国
の

農
村
開
発
と
協
力
に
対
し
て
有
為
な
人
材
を
育
成

す
る
こ
と
を
意
図
し
て
い
る
。
ま
た
、
途
上
国
農

村
の
現
場
感
覚
を
体
得
さ
せ
る
た
め
に
、
途
上
国

農
村
で
の
農
業
実
習
、
農
村
調
査
を
課
し
て
い
る
。

●
農
村
開
発
研
究
の
現
場
へ
の
還
元

そ
れ
で
は
農
村
開
発
の
研
究
成
果
は
途
上
国
農

村
の
現
場
に
ど
の
よ
う
に
還
元
さ
れ
て
い
る
の
で

あ
ろ
う
か
。
あ
る
い
は
、
今
後
ど
の
よ
う
に
還
元

さ
れ
る
べ
き
な
の
で
あ
ろ
う
か
。
最
後
に
こ
れ
ら

の
点
に
触
れ
て
お
く
こ
と
に
し
た
い
。

実
際
の
と
こ
ろ
、
農
村
開
発
の
研
究
成
果
が
ど

の
よ
う
に
現
場
に
還
元
さ
れ
て
い
る
の
か
を
明
ら

か
に
す
る
こ
と
は
、
き
わ
め
て
困
難
で
あ
る
。

例
え
ば
、
Ｐ
Ｒ
Ａ
（
参
加
型
農
村
調
査
手
法
）

や
Ｒ
Ｒ
Ａ
（
迅
速
農
村
調
査
手
法
）
な
ど
を
用
い

て
、
研
究
対
象
農
村
を
多
角
的
な
見
地
か
ら
調
査

・
分
析
し
て
農
村
の
特
質
と
性
格
を
明
ら
か
に
し
、

そ
の
分
析
結
果
を
も
と
に
そ
こ
か
ら
何
ら
か
の
農

村
開
発
上
の
政
策
的
示
唆
を
導
き
出
し
え
た
と
し

て
も
、
そ
れ
が
は
た
し
て
有
効
な
の
か
ど
う
か
、

不
確
か
で
あ
る
。
ま
た
そ
の
政
策
的
示
唆
が
類
似

の
自
然
的
、
社
会
経
済
的
諸
条
件
に
お
か
れ
て
い

る
農
村
に
有
効
な
開
発
イ
ン
プ
リ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を

与
え
る
と
は
か
ぎ
ら
な
い
。
た
と
え
与
え
た
と
し

て
も
、
複
雑
な
開
発
プ
ロ
セ
ス
を
経
た
時
間
の
経

過
と
と
も
に
イ
ン
プ
リ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
有
効
性
は

次
第
に
色
褪
せ
た
も
の
に
変
質
し
て
し
ま
う
で
あ

ろ
う
。

こ
こ
で
、
ケ
ー
ス
・
メ
ソ
ッ
ド
を
用
い
て
、
こ

の
こ
と
を
考
え
て
み
よ
う
。

貧
困
な
村
が
そ
こ
か
ら
脱
出
す
る
た
め
に
、
市

場
性
と
収
益
性
の
高
い
作
物
の
導
入
を
試
み
る
と

す
る
。
新
し
く
導
入
さ
れ
る
作
物
は
、
村
の
自
然

的
、
社
会
経
済
的
諸
条
件
に
照
合
さ
せ
ま
た
農
民

の
意
向
を
確
認
し
た
上
で
選
択
さ
れ
る
と
し
よ
う
。

農
民
の
間
に
新
作
物
が
定
着
し
て
い
く
た
め
に
は
、

農
民
の
間
に
そ
う
し
よ
う
と
す
る
強
力
な
動
機
付

け
が
付
与
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
普
及
技
術

は
安
価
で
使
い
や
す
い
も
の
で
あ
り
、
新
作
物
導

入
の
た
め
に
利
用
す
る
資
源
は
豊
富
に
存
在
し
て

い
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
ま
た
、
収
穫
し
た
農
産

物
が
高
価
に
取
引
さ
れ
る
よ
う
市
場
の
ア
ウ
ト
レ

ッ
ト
が
保
証
さ
れ
、
市
場
価
格
が
高
位
安
定
的
で
、

農
産
物
の
流
通
・
輸
送
シ
ス
テ
ム
が
整
備
さ
れ
て

い
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
新
作
物
導
入
に
伴
う
農

民
間
へ
の
技
術
の
普
及
と
定
着
、
資
源
の
合
理
的

移
転
と
配
置
、
市
場
流
通
シ
ス
テ
ム
の
整
備
が
行

わ
れ
る
た
め
に
は
、
土
地
や
水
、
営
農
資
金
な
ど

資
源
を
合
理
的
に
利
用
す
る
た
め
の
制
度
的
革
新
、

技
術
受
容
の
た
め
の
農
民
教
育
、
市
場
販
売
の
た

め
の
農
民
組
織
の
形
成
、
適
切
な
政
策
的
支
援
な

ど
、
様
々
な
こ
と
が
考
慮
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。
ま
た
、
新
作
物
の
導
入
に
よ
る
貧
困
軽
減
効

果
が
農
民
の
間
に
広
く
行
き
渡
る
た
め
に
は
、
技

術
受
容
力
が
脆
弱
で
資
源
へ
の
ア
ク
セ
ス
に
乏
し

い
零
細
農
民
に
対
し
て
特
別
の
配
慮
を
す
る
こ
と

が
必
要
で
あ
る
。

こ
う
し
た
ケ
ー
ス
は
典
型
的
な
農
村
開
発
の
シ

ナ
リ
オ
で
あ
る
が
、
こ
れ
を
実
現
し
て
い
く
た
め

の
具
体
的
な
戦
略
と
ア
プ
ロ
ー
チ
は
、
お
か
れ
て

い
る
村
落
の
性
格
に
よ
っ
て
実
に
多
様
で
あ
ろ
う
。

特
定
化
さ
れ
た
村
落
を
対
象
と
し
て
、
そ
こ
を

予
め
想
定
し
た
開
発
シ
ナ
リ
オ
に
沿
っ
て
進
め
て

い
く
場
合
、
ど
の
よ
う
な
理
論
的
開
発
フ
レ
ー
ム

を
用
意
す
べ
き
か
。
村
落
の
社
会
経
済
構
造
と
村

落
住
民
の
開
発
ニ
ー
ズ
を
明
ら
か
に
す
る
た
め
に

ど
の
よ
う
な
調
査
手
法
を
選
択
し
、
そ
の
調
査
結

果
に
基
づ
い
て
ど
の
よ
う
な
開
発
プ
ロ
グ
ラ
ム
を

構
築
し
て
い
く
べ
き
か
。
ま
た
開
発
プ
ロ
グ
ラ
ム

を
推
進
し
て
い
く
た
め
に
ど
の
よ
う
な
フ
ァ
シ
リ

テ
ー
タ
ー
と
政
策
的
手
だ
て
を
準
備
し
て
お
く
べ

き
か
。
さ
ら
に
開
発
は
地
域
住
民
に
何
を
も
た
ら

す
も
の
と
予
想
さ
れ
る
の
か
。

農
村
開
発
研
究
は
、
か
か
る
現
実
的
な
開
発
課

題
に
適
切
に
応
じ
る
こ
と
を
役
割
と
す
る
が
、
そ

れ
は
ま
た
現
実
の
動
き
を
通
し
て
こ
そ
深
化
発
展

を
遂
げ
る
性
質
の
も
の
で
あ
る
。

今
後
、
大
学
は
農
村
開
発
の
研
究
成
果
を
現
場

に
還
元
す
る
こ
と
を
さ
ら
に
意
識
し
て
い
か
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
し
、
現
場
の
抱
え
る
農
村
開
発
の

課
題
に
適
切
に
対
応
し
う
る
技
術
を
具
備
し
た
協

力
人
材
の
育
成
が
さ
ら
に
求
め
ら
れ
よ
う
。

（
い 

た
が
き　

け
い
し
ろ
う
／
東
京
農
業
大
学

国
際
食
料
情
報
学
部
教
授
）
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